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ペロブスカイト太陽電池の変換効率は 2019年に 25.2%と報告されており、シリコン系太陽電池

に匹敵する高い性能を実現している[1]。溶液法によるペロブスカイト膜の成膜は、すべての材料

を混合した溶液を用いて成膜する 1ステップ法と、PbI2を成膜後、MAI処理をして成膜する 2ス

テップ法がよく知られている。結晶核の生成と結晶成長が同時に起きる 1 ステップ法に比べて、

徐々にペロブスカイトが生じる 2 ステップ法の方が適切な制御が可能ならば、ペロブスカイト結

晶が大きくなり、より高品質なペロブスカイト膜が得られる可能性がある。本研究では、2 ステ

ップ法で作製したペロブスカイト太陽電池に対する混合溶媒の影響を報告する。Wenzhe Liらは、

PbI2膜の成膜に DMSO と DMF の混合溶媒を使用すると、ペロブスカイト膜の品質を改善できる

と報告している[2]。Table 1 にあるように、DMSO 溶媒の割合が増加すると、同一の成膜条件で

PbI2膜の膜厚が減少した。ペロブスカイト膜の膜厚も PbI2膜に依存するため減少した。また Figure 

1(a)にあるように、DMSO溶媒の割合が減少すると膜厚が厚くなるにも関わらず、PbI2(001)のピー

ク強度は減少した。PbI2(001)のピーク強度の減少は、アモルファス領域の増加を意味している。

Figure 1(b)より、DMSO 溶媒の割合が減少すると未反応 PbI2のピーク強度が減少した。PbI2膜の

アモルファス領域は結晶領域に比べてMAIが浸透しやすく、未反応PbI2が減少する可能性がある。

Table 2 より、DMSOを追加すると、開放電圧と曲線因子の低下により太陽電池素子の性能が低下

するため Liらの結果とは一致しなかった。 

Table 1 Comparison of thickness. 

Table 2 The summary of PV parameters 

(a)                       (b) 

Figure 1 The XRD patterns of (a) PbI2 and (b) Perovskite films. 
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